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ト

●

萬

國

動

物

命

名

規

約

　
　
　

譯

者

日
。

本
規

約
は

萬
國
動

物

學

會

議
に

て

制
定

し

カ
る

も
の

に

t
て
、

田

　
　

中

理
學

士
が

本

誌
第

十

入

卷
に

譯

邇
せ

ら
れ

六
る

も
の

建

同
一

な

け
。

唯
田

中

　
　

氏

の

譯
文
ロ

、

其
の

出
で

六

る

數
年

前

の

事
に

屬
し
、

之

を
市

に

求

む

る
‘

遽

　
　

に

得
べ

か

ら
す

、

而
か

も
諸

方
よ

り
の

需
要
頻
り

な
る

も
の

あ

り
と

い

ふ
。

是

　
　

れ

編

輯
委

員
の

誅
求
に

曾

し、

自
ら

揣
ら

ざ
る

の

譏
を

も

顧
み

す
、

敢
て

反
譯

　
　

を

試

む
る

に

至

り

し

所
以
な
“
。

　
　
　

源

丈
は

佛、

英、

獨
の

三

交
に

て

記
さ

る
，

譯
夊

は

三

者
を

參
酌

し

索

る

所

　
　

あ

サ
、

唯

其
冖

に

の

み

撩
り

し

所
も
あ

り
。

而
し
て

全

夊
五

島
敏

授
の

懇
篤
に

　
　

L
て

嚴
密
な

る

校
鬩
を

經

カ

リ．、

淺
學

罪

オ、

唯
敢

て

此
の

點

に

於
て

本

譯
を

　
　

讃
者
に

薦
む

。

　
　
　

本
丈
人

名
11
善
邁

字
骰

を

用
ひ

て

本

誌
の

投
稿

規

定

に

依
ら

ナ
。

是
れ

及
ぶ

　
　

限

リ

原
態
を

存
せ

ん

9
ず

る

徽
衷
に

出
づ

。

　
　
　

規

約

及

勸

告

　
　
　
　

總

　
　

則

　

第
一

條
　
動
物

命
名
法
は

、

一

動
物
の

名
は

單
に
一

植
物
の

名

ご

全
く

同
，一

な
る

が

爲
め

に

之

を

破
棄
す
ぺ

か

ら

す
て

ふ

意
味
に

於
て

、

植
物
命
名
法
ビ

は

獨
立
せ

る

も
の

な

b
。

然
れ
こ

も
若
し

一

生

物
が

植
物
界
よ
り

動
物

界
に

移

さ

る

玉

時
は
該
生
物
の

植
物

名
は

凡
て

の

先
取
權
を

持
ち
て

動

物
名
藕
の

系

統
中
に

編
入

せ

ら

（

講

　
　

話
V

　
O
萬
園
動

黝

命

名

規
約
（

五

島、
寺
尾

理

學
博

士

‘

込

五

　

島

　
清

　
太
　
郎

閲

寺

尾

新

　
譯

る
。

叉
、

一

生
物
が

動

物
界
に

移
さ

る

タ

時
は

該
生

物
の

動
物
名

は

其
先
取
櫻
を

保
留

す
。

　

　

勸

告
ー
植
物
學
に

て

現
在
使
用
せ

る

屬
名
を
動

物

學
に

導
入

　

す
る

事
は

之
を
避
く
る

を

可
こ

す
。

　

第
二

條

　
動
物
の

科
學
的

名
稱
は

亞

囑
及
び

夫
れ

似
上
の

群
に

對

し
て

は

一

名
式

、

種
に

樹

し

て

は
二

名
式

、

亞

種
に

對

し
て

は

三

名
式
な

bQ

　

第
三

條
　
動
物
の

學
名
（

科
學
的
名
稱
）

は

拉
丁

語
又
は

拉
丁

化

し

把
る

語
、

若
く
は

古
典
的
語

原
を

有
せ

ざ
れ
ご

も
玄
か

く

思

考

せ

ら
れ

且
つ

取
扱
は

る

主

語

な
b
ε

す
。

　

　
　
　

科
名
及
亞
科
名

　

第

四

條

　
科
名
は
凶

身
Φ

を
、

亜

科

名

　
営
器

を
、

模
式
屬
の

名
の

語
幹
に

附
し
て

之
を
形

成
す
o

　

第
五

條

科

名
若
く
は

亜
科

名
は

其

模
式
屬
の

名
の

變
更
し
た

る

時
に

は

之
を
變
更
す
。

へ

き
も
の

な

り

　

　
　
　

屬
名
及
亞

属
名

　

第
六
條
　
屬
名
ご

亞
屬

名
ご

は

同
じ
規

約
及
び

勸
告

に

從
ふ

。

命

名
上

の

立

脚
地
よ
り

兩
者
を
見
る

ビ

き
は

兩
者
は

同
格
な

b
。

三
】
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ー
ー

（

講
　
　
話
）

　
O
萬
國
動

物
命
名

規
豹
（

五

島、
寺
尾
）

即

ち

同
價
値
な
り
o

　

第
七
條

屬
名
は

、

其
屬
が

亜

屬
こ

な
b
沈
る

時
に

は

即

ち
亜

屬
名
ビ

な
る

而
し

て

逆
に

亜

屬
が

屬
ご

な

b
た
る

ご

き

も

亦
此

れ

ご

同
じ
。

°

　

第
八

條
　
屬
名
は

單
純
な

る

若

く

は

複
倉
せ

る

單
語
に

し
て

花

文
字
を
以
て

書
き

始
め

、

單
數
主

格
の

名
詞
ご

し
て

之
を

用
ふ

。

例

Q
§
歩
N．
ミ

婁

9、
ミ
。

匙

越｝

穎
遵

ミ

§

薯
誉
の「

　

　
勸

告

ー
次
の

語
は

屬
名
こ

し

て

之
を
採
用
す
る

事

を
得
o

　

　
（

a
）

　
蓋

布

臘
語
の

名
詞

。

此
れ

に

は

拉
丁

語

に

書
き

換
へ

の

　

方

則
（

附

則
F

）

を
適
用
す

。

　

例
　
浮
§
ミ』
3
」

ミ

寒
き
o〜
3
丶

丶
）

ミ
論气

気、
o
ミ
ヤ
丶

ミ

ミ
き

ミ
ミ
恥

織”

　

　

　
Q
ミ
腎
丶、

ミ昌

　

　
（

b
）

複
合
希

臘
語
に

む
て

形
容
語
が

主
語
の

前
に

あ
る

も

　
の
。

「

　

例

硫

ぎ

ミ
ミ
3N
 丶

ヘ

ミ
。

ぴ

ミ
ミ

ぎ
許

R

ミ
ミ

ぎ
3
貸

ミ
龕
賑

ミ

ミ
ミ
ポ

　
頓

彎
べ

き
竃
勢｝

掣丶
ミ
ミ、、
許

葭
ミ
憶

§
ミ
、

毳り

N〜
ミ
嗅

＆
ミ
3

　

　
然
れ
こ

も

¢

§
竜
Q

ぎ
ミ
働

ご

同

型
の

語

却
ち

賓
格
が

主
格

　
の

前
に

あ

る

語
を

排
す
る

に

て

は

あ
ら

す
。

　

例
　
宅
ミ

ミ
ミ
3

靉
ミ
丶

§【
炉

　

　
（

c

）

拉
丁

語
の

名
詞
Q

　

例
　
」

§
ミ
3
 

婁
蕊

§
竇
vb

。

ぎ
ミ’

霞
§
 

50

〜
旨
Q．

但
し

　
形
容

詞
（

例

等
毳
爵

3
及
び

過
去
分

詞
（

例
、

ミ
丶、

ミ
§

）

は

之
を

推

奬
せ

す
。

　

　
（

d
）

複
合
拉
丁

語
。

蕚

萋

三

二

』

ー
ー

ー

…

ー

例
　
蕪

ミ
驚
冫

b
ミ

さ
、

籌
さ

¢

ミ

ミ

ミ
恥

塁

　
（

・

）

希
臘
語

又
は

拉
丁

語

よ

り

導
來
せ

ら
れ

だ

る

語
に

む

て

縮
小

、

比

較
、・

類
似

、

所

有
を

あ
ら
は

す
も
の
o

例

U
。

期

§
ぴ

ご

§
忠“
晝

も。

讐

§
賢

ミ
器”

肉

§
慧

§
ミ
〜

蚤

鳶
−

器

§’
S
賦

ミ

§
ミ
38

野、
ミ
亀
3
卜

慧
§
き
38

帆

き

鼕
篇

38

§
象

 

ミ
8
　
津
ミ
義

ミ
8

辷、
ミ

ミ
竜
、
3

辷
こ〜
ミ
高

廼冒

辷
ミ
ミ
。

丶い
3

辷
ミ
§
恥

、
3

冬
。

ミ、
畧
丸

ご
ミ

ミ
§
蜜一

切
こ

ぎ”

ミ
も

ミ
犠

ミ

§

ヘ

ミ
ミ
§

弧、
ミ
§
ミ^
寄

義”

憎
良
ミ
ミ
ミ
塁鹽

　
（

f
）

　
神
話
上
の

名
及
び

勇
者
等
の

名
。

例
　
禽

ミ
♂

亭

ミ
き

鳴
ご冖
覧

ミ
3
副
M

ミ
ミ
鼻

9
、

諱
。

養゚

若
し

粒
丁

語
の

語

尾
を

有
せ

ざ

る

ご

き
は

之
を

附
す

べ

し
o

例

ぎ
ミ
ミ
鉾

襲
こ

§

ミ
黛゜

　
（

9
）

　
古
代
に

於
て

用
ひ

ら
れ

た
る

人

名
。

例

O
〜

馬

§
鼠
ミv

切

箋
恥＾
ミ
罠
肋”

藁
N

§酷
鮮

　
（

h
）

　
近
世
の

人
の

名
。

此
に

捧
獻
を
あ

ら

は

す
語

尾
を

附

す
。

　

　
α

　

子

字
に

て

絡
る

語

に

は
篤

篝

又
は

蜜
諱

叉
は

ミ

を

，

附

す
。

　
例

　
GQ
ミ

竃
寒
3
卜

§

ミ
ま

赱
n
尊

k
（

ミ
き
ミ

§
駕
ミ
〜

、

註
80Q

聾
、

§

　
袈

愚
ミ
ミ
3N

ミ
§
燵

き・

　

　
’3
’

ρ

計

P
二”

図

の

母

字
に

て

終
る

語
に

は

§

又
は

　へ
き

又

は

§
亭

を

附
す
o

　

例

　
毫
§
さ

ミ
鶏顰

事
、

ミ
ミ
羹’

O
§
。
、

営

貫

肉
黛

§
3

儲
鳴

？

　

ミ
ミ肺
O
さ

ミM
のへ・

ぎ
N

需
3

｛
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LF

量

lI

且
IlI

°
IILE

｝
厂

も

　
　

γ

　
乱

に

て

絡
る

語

に

は

昏

を
附
す
。

　

例
　
U
象
蕁

魯
貸゚

　
　
δ

　
近
量
人
名
よ
り

し
て

作
ら

れ
花
る

屬
名
に

て

は

小

詞

　
は

此
れ
が

其
の

姓
ご

合
一

せ

ざ
る

塲
合
に

は

之

を
省
賂
す
然

　
れ

こ

も

冠
詞
は

之

を

保
留
す
o

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
い

　
例
　
ミ
9
§
ミ

§
　
鑢

§
ミ
§

費
　

寒
〜

ミ
毳．

ト

ミ
竜

ミ
登

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ト
）

舘

諱
恥

置
ミ
騒、

　
　

ε

　

二

語

よ

り

戒
る

近

世
人
名
に

あ
b
て

は

唯
其
一

の

み

　
が

屬
名
の

形
成
に

與
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ゐ

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
例
　
浴
ミ
巴

竈

ド

ミ
ミ
§
ミ“

ミ
ミ

ミ
勢
費辱

b
ミ
丶

§
蓑
帖

魯

　
　
　

　
人

名
は

複
合
屬
名
の

形
成
に

當
っ

て

之
を

用
ふ

る

は

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
へ

　
宜

し
か

ら
中
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
例
　
肉

耄
・
へ

§
ミ
3

穿

§
凡

ミ
毳”

葭
ミ

ミ
甲

ミ

蔑、
3

寒、
寒き
繋
−

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　
博
o
こ

ミ
象゜

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
（

」
）

船
名

。

紳

話
土

の

名
の

如
く

（

例

ぞ
袰
）

叉
は

近

世

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
入

名
の

如
く

に

取
扱
ふ
べ

し
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
例
　
箋
ミ

3
襲
§
ミ

ミ

§
貸
浮

ミ
§
ミ
憶

詳

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
（ ．
」

）

　
未
開
語

郎

ち

舞
古
典
的
語

原
の

も

の
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　 
糊
　

譯
こ

蕁
ミ
PO

鳶
No

餮

か

く
の

如
き

語
は

拉
丁

語
の

語
尾
を

取
る

事
を
得

。

　
，

　
例

閃

§
§

葡．
。

誇

ミ〜
鼻

　へ
k

）

　
文
字
を
任
意
に

組
み

合
せ
て

形

成
せ

ら
れ

だ

る

名
、

例

窓
登

M9

§
。

ミ

葺
。Q
ミ

魯・
藁、
§
8

　
（

1
）

　

謎
語
（

】

語

又
は
一

文
の

文
字
を
＃

黛

換
へ

て

形
成

　
（

諸

　

謡
）

　
震

譎
動

物
命
堵

規
約
（

五

島
、

寺
昆
）

等、

　
せ

ら
れ

た
る

名
。

・

　
　

例

b
ミ
免、
3
甲

丶

ミ〜
§
昏》

b
言
。

超）
欝

　
第
九

條
　
一

屬
が

數
亞

屬
に

分
割
せ

ら

る

ご

き

は

模
式
亜

屬
の

名
は

該
屬
の

名
ご

同
一

な

ら
ざ
る
べ

か

ら

す
（

第
廿
五

條
參
照
）

　
第
十
條

　
亜
屬

名
を
引

用
せ

ん

ご

欲

す
る

ご

き
は

之
を
屬
名
ご

種
名
ご

の

間
に

圓
き

括
弧
に

人

れ
て

挿
入

す
べ

し
。

　
　

例
　
甲

M

§
 

毳

鬟
（

 

ミ
§
ミ
巴

§
や、
 

ミ゚

　
　
　
　
種

名
及
亞

種
名

　
第
十
一

條

　
種

名
ε

亜

種
名
ご

は

同
じ

規

約
及

び

勸
告
に

從
ふ

命
名
上
の

立
脚
地
よ

b
爾
者
を
見
る

ご

き

は

雨

者
は

同
絡
な

り
o

即
ち

詞
價
値
な
り

第
＋
二

條

種

名
は

、

其
種
が

亜

種
こ

な
b
陀

る

ご

き

に

は

即

ち
亞

種
名
こ

な

る
。

亜
種
が

種
ε

な

り

だ

る

ご

き
も
亦
同
じ
。

　
第
＋

三

條
　
人

名
よ

b
導
家
せ

ら
れ

た

る

種

名
は

花
交

字
を

以

て

書
き
始
む

る

事
を

得
れ

ざ

も

他
の

凡
て

の

種
名
は

小

文
字
を
以

て

書
き

始
む
る

も
の

こ
す

o

　
　
例
　
鵠

ミ
8
象
。

ミ
袋

O
寒
ミ・
ミ

又
は

　
涛

鍔

ミ
竃
ミ．
鈩

丶

ミ

〒

　
告〔

憙
毳
卜

鬢

§
嬉

又
は

丶

　
丶〜

蕘
ミー

唄

導
ミ
ミ
ミ
騒

ご
丶

§
霞

　
叉
は

睾
ミ
§

§

い
ρ

§
ミ
ミ、”

ミ
匙

§
ミ
ミ

又
は

ト、

ミ
ミ
こ
こ

〒

　

譯
ミ”

亀
象
羮
凱

ミ

壷

Oo
、、心・
塞

さ

蓁
ト

第
十
四

條
　
種

名
は

次
の

如
し

　
（

a
）

　
屬
名
だ

文
法

上
一

致

せ

る

形
容
詞
Q

　

例

宰
雰

ミ
ミ，℃

ぎ
き
孕

（

わ
）

屬
名
に

饗・
し

て

同
格

添
加
語
た
る

主

格
の

名
詞

。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
三

三
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（

講
　
　
話
）

萬
國

動

物
命
名

規

約（
五

島
、

寺
尾）

　

例

壽
駐
N

§

（

cV

　
第
二

格
の

名
詞

。

　

例

§
§u

監

ミ〜
ミ
3
＾

ミ
ミ
ミ
窪触
さ
頑

ミ
〜

〜

§
喚

§
ミ

魯
§
丶

丶・

　

肋

富

毳

寒
象

？
｝

ミ
ミ

§
曳゜

若
し
一

人
若

く

は

數
人
に

樹
し
て

の

捧
献
を
あ

ら

は

す
時
は

該

名
が

拉
丁

語

に

於
て

於
て

用
ひ

ら
れ
變
化

せ

ら
る

よ

も

の

な

ら

ば
第

二

格
は

拉
丁

語
の

語
尾
鍵
化
法
に

從
っ

て

之
を

形

成
す

。

　

例

ミ
ミ
ド
」

減

暮
ミ
鋭博
 

曇
ミ〜
。・Ψ

臥

ミ

ミ
3

ミ
宛
←

さ

ミ
ミ、
∬

隸
ミ

へ

姓
に
あ

ら
す
）

。

　

若
し

其
名
が

近

世
の

入
の

名
な

ら
ば

常
に

第
二

格
は

正

確
に

　
し

て

完
全
な
る

名
に

男
な
ら

ば
一

を
、

女
な

ら
ば

鼕
を

、

附
む

　

て

之
を
形

成
す

。

假
侖
拉
丁

語
の

形
體
を

具
ふ

る

こ

も

然
り
。

捧

献
が

同
名
な

る

數
人
を
含

む
ご

き

は

複
數

ε

な

す
。

　

例

ヘ

ミ

§
き

藁」
ミ

塁
か

≧
蚤
。

無

尊
丶、、
、

智
こ

§・

浴
←

、

§
 

ミ

　

ミ
ミ

切

婁
へ

切

8
嵜

に

あ
ら
す
〉

混
ミ
ミ

ミ
（

。Q

き、
・

§
蹄

に

　

あ

ら
す
）

　

勸

告

ー
最
良
の

種

名
は

短
く

し
て

音
調
よ
く
、

發
音
し

易

　
き

拉
丁

語
の

形

容
詞
な
b
。

然
れ
こ

も

拉
丁

化
し

た

る

希
臘
語

　
夊
は

未
開

語
（

即

ち
非

古
典
的
語

原
の

も
の
）

を
も

用
ふ

る

事
を

得
。

　

例

ミ
ミ
§
ミ、
ミ

量
寒
丶＾
丶

ミ
§
萇
♂

寒
芟・
ゼ

ミ
ミ・
ぎ
ミ
5

　
　
蟹

ミ
盤

黛

寒
ミ

魯

第
十
五

條
　
捧

献
を
あ

ら
は

す

複
合
固
有
名

詞
若
く

は

單
一

な

る

物
體
ご

の

比
輳

を
あ
ら
は

す
複

合
名
詞
を
用
ふ

る

事
は

第
二

條

≧

」　卜

三

四

　

の

例
外
を
構
戒

せ

す
。

此
等
の

塲
合
に

於
て

は
種

名
を
組
成
せ

る

　

二

語
は

連
字
符

を
附
け

又
は

附
け

す
む
て

之
で

一

語
に

書
き
ゐ

ら

　

は

す
o

　

　
　

例

鋤

§
賽“
？

ミ
丶

§
§相

§

叉
は
恥

§

§
ミ
蹇
算

ぎ
蕚や
§
馬
§
了

　

　
　

ミ
ミ
ミ
馬

叉
は

丶
（

ミ

ミト、
ミ

ミ、
訓

毎

ミ

ミ
ー
窟
、｛
躰

ミ．〜
昴

叉
は

魯
こ

ミ
ー

）
　

　
　
憶
象
偽

、〔）
『

影
3
　
貸
c
憶

よ
昏

こ

ミ←
、

こ
ミ

ミ

努
ス

は
◎
o
『

象、
ミ
こ

尊←
舘
こ

♪

O
ミ
Nc

，噛
ミ
丶

ミ

　

　
　

叉
は

＆へ
Nへ
こ

§

ミ

但・
し

ミ

ミ、
恥

曵
§
塁
鵞
卜

恥

の

如
き

句
は

種

ゼ…
　

　
　

名
ざ

し
て

之
を
許

癖
す
る

事
を
得
す

　

　

第
十

六
條
　
地

名
は

第
二

格
の

名
詞
ざ

し
て

若
く
は

形

容
詞
に

　
　

變
形・
し

て

之

を
採

用
す

〇

一
　

　
　

例

の

§
ミ

γ
〜

誉
黜−

葭、
ミ
§

き
ミ、．、
§
ひ

ミ^

ミ
ミ

ぎ．
転

4・
〔
、

皐

…
　

　
　

ミ
ミ
ミ

3

ミ
ミ
、

ミ、
旁
ミ

気
ミ

ミ
ミ
夏〜
耄

籌噌
瓮

毳
き、
・

毳
・

論・

　

　
　

勸
告−

i
地
名
は

羅
馬
人
に

よ

り
て

使
用
せ

ら

れ

陀

る

ー
−

の

 
　

　

叉
は

申

世
紀
の

拉
了

語
著
作
者
に

よ

り

て

用
ひ

ら
れ

だ

る

も
の

　

　

は
、

此
れ

よ
b
更
に

近

代
的
な

る

形

體
の

も

の

に

比
し
て

之

を

一
　

　

擇
み

探
る

べ

し
。

ぎ

ミ

§
“

℃

§
蕊

及
ひ

度

ミ
ミ〜

簒

の

如

き

　

　

語
は

宜

し

か

ら
ざ
れ

こ
ら
、

此
の

故
を
以

て

之
を

捨
つ

べ

か

ら

…
　

　

す
。

　

　

第
十
七
條

　
亜

桶

名
を
引
用
せ

ん
ご

欲
す
る

時

は

該
名
は

種

名

　

の

直

後
に

何

等
の

句
讀
の

符
號
を
附
け

す
し
て

之

を

附
記
す
。

　

　
　

列
　
鳶

§

ミ

ミ
ミへ・
ミ〔

：
ミ
驚・、
ミ
こ．〔
“

ミ

国

≡
o

葦

色゚

然
れ

こ

も

　

　
　

｛

　

　
　

き
§
g

享

ミ
ミ
ミ

（

こ

ミ
こ

ミ
ミ
ミ

）

叉
は

丶

ζ
ミ
諱
§、
ミ
ミ
ミ
象

　

　
　

彰
已
C

薹
二

　
こ

な

す
べ

か

ら

守
○

　

　

第
十

入

條

雜
種
の

記
號
に

は

種
々

あ
り
o

凡
て

の

塲
合
を

通

亭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
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1
學

1
物 動（701）

‘

　

ご
て

、

性

の

符
號
を

附
け

叉
は

附
け
ず

乙
て

雄
牲

の

親
の

名
を
雌

　

性
の

親
の

名
の

前
に

記
す
べ

し
。

　

　

　
（

呂

）

　
兩
親
の

名
は

乗
法
の

符
號
を
以

て

之
を

結

合
す

。

　

　

　

例
　
貸

§
ミ

ミ
・・、
霧

吟

×

O

野
・

ミ
轟

怕

及
び
へ

ざ
篭・
ま

　

　

　
ミ

ミ
恥

×

O

募

ミ，

§

は

共
仁

良
式
な
り
。

　

．

い

駝
る

難
羅
簿
巍
鱗

を
分

母
ご

一

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
W

　

　
、

例

よ
馨
蒸

．

　

　

　

　

　
一

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　一

　

　

　

此
の

第
二

法
は

該

雜
種

を
認
め

勅
め

て

發
表

せ

る

人
の

名
を
　一

　

　

引

用
し

得
る

點
に

於
て

勝
れ

り
o

訓

鎗
溝
鐸
藩
薑
倉
於

…

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　…

　

　
・

鼻
勝

 
。

軍
邃、

、

．

譜
蒙

蒙
唆、

、

。

食．．
、

き
顎

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　…

　

　
此
の

塲
合
に

於
て

は

圓
き

括
弧

を
用

ふ

る

事
を
も
得

。

食、
ミ、
「

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　…

　
．

§へ

魯，
昏
ノ丶

棧
ぺ

忌
§

ミ
ミ

ミ〜
邑
×

へ

丶・
ミ
ミ

き【
ミ
舞

　

　

　
（

d
）

　
．

種
の

親
が

か

く

く
な

り

ご

知
ら

れ

ざ
る

時
は

該

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　　

　

　
雜
種
が

恰
も

眞
の

種
な
る

ビ

向

樣
に

此
れ

に

假
の

種

名

を

與

　

　
ふ
o

即
ち

該
雜
種
が

恰

も
雜
種
な

ら

ざ
る

が

如
く

取
扱
ふ
0

然

　

　
れ

こ

も

屬
名
の

前
に

は

乘
法
の

符
號
を
附

す
。

　

　

　
例

×

9M
．・“

賢

ミ
寓

§
N・）
菱

窪、
螽（〕‘

　

　

　

　

動
物

名
の

構
成
法
及

書
き

方

（

講

　

話
V

萬
園
動
物

命

名

規
約
（

五

島
、

寺
尾
）

　

第
十

九

條

　
動

物
名
の

原
の

書
き

方
は
、

誤
字

、

誤
記
、

誤
植

が

明

か

な
る

に

あ

ら

す
ば

、

之
を

保
招
す

べ

き

な

わ
。

　

　
勸
街

f
學

名
に

對
し

て

は

本
文
ご

は

別
の

字

體
を

用
ふ

る

　
・
ぽ

宜
・
し

ご

す
O

　

　
例

夛
N

ぎ
ま

妻
ミ
§
、へ
←

ζ
舊
価

」

誤
つ。“

暮

書
一
回

弓
。

｝・
ρ

　
第
汁

條
　
拉
丁

字
を

用
ふ

る

國
語

よ

り

し
て

名
を

構
成

す
る

に

當
り

て

は

原
の

書
き

方
は

、

發、
者
符

諸
共
に

之
を

保
留
す
べ

・
し．

し

　

　
例
　
こっ・

奄
畧
婁

ト

ミ
辱・
ミ
ざ

こ
3

等
鵠

ミ、
ミ．

登

試

ミ
ミ

ぎ

藻
詳
−

　

　
丶へ
3

訣、．

書
ミ
ミ“

き、
島
薯
丶

3
旨

§
“

爵
許

奪へ
N

ミ．
へ

越
丶

捺
ミ丁

碧
ヤ

　

　
詳

ミ

ミ
ミ

箒’

ミ・
こ“

戔、
奎
曳

ミ、．

ミ〜
ミ
ミ、
こ

要
之
）

ミ、
ミ

ミ、へ・

蚕

　

　
ひ

ミ．
ひへ、、丶、へ、
き
ゐ

冫
＼ぺ
ご，
ミw
こ

簗
誇

　

　
勸

告

ー
軌

き

及
び

 、．
ミ

ご

こ

い

ふ

接

頭
語
ば

名
詞

及
び

形

　
容

詞
に

の

み

之
を

結

合
す
る

も
の

こ

す
。

盞
贈

は

拉
丁

語
ご

、

　
丶

羮

ミ
Nc

は
潔

布

臘
語

を

結
合
す
o

但
・
し

固

有
名
詞
ご

は

決
し
て

之

　
を

結

合
す
べ

か

ら
や
O

　

　
例

毎

き

暮．
ミ
｝

雲

ミ
ミ
ミ
g
笥

ζ
鼕
ミ
丶

ミ
§

ミ
ミ、
♂

陰
ミ
〜〔
了

　

ミ〜
ぎ

鳩

無
ま

§
ミ、
嘉−

而
し
て

恥〜
さ
↓

ミ
〜

き

ミや

及

び

遠
ミ

ミ【
了

　
　
ミ

ミ

き
奄
§

寒

の

如
き

語

は

宜

し

か

ら

す
。

　

　
。

蕊
翕

及

ミ
翕

ご

い

ふ

語

尾
は

希
臘
語
夊
は

拉
丁

語
の

名
詞

　
に

の

み

之
琵
結

合
で

。

但
こ

固

有
名
詞
ご

は
之

を
結

合
せ

す
。

　
文

字
な

き
か

若
く

は

拉
丁

字
を
用
ひ

ざ
る

國
の

地

名
及
び

人

名

　
は

巴

里

地
理
學

會
に

て

採
用

せ

る

規
約
に

從
つ

て

之
を

拉
丁
に

　
童
日

き
緬
状

ふ
べ

・
し

（

附
則
q

參

照
）

　

　
　

命

名

者

の

名

三

五
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ー
韮
く

蕘

ー
奪、、、汗
彗
誕、
峯
要

穿
，

レ
，「
…』−

　
　

　
　
　

　
　丶

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan
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（

講
　
　
嘉
V

　
萬
団
勤
物
命
名
規
鈎
（

五

島
、

寺
尾
）

　

第
廿
一

縫
　
學

名
の

命
名
者
は

其
名
を
表
示

叉
は

定

義
又
は

記

載
ε

共
に

勧
め

て

公
表
亡

た

る

人
な

り
ε

す
Q

然
れ

こ

も

該
出
版

物
の

内
容
に

由
b

該
公
表

者
が

其
の

名
の

命
名
者
に

あ

ら
す
し
て

他
の

人
が

其
の

名
ご

表

示
叉
は
定

義
叉
は

記

載
こ

の

著
者
な
る

事

明

か

な

る

蒔
は

後
者

が

其
學

名
の

命
名
看

な
り

ご

す
。

　
　

　
　
　
’

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

第
廿
二

條

　
命
名
者
の

名
を
引

用
せ

ん

ご

欲
す
る

毒
は

學
名
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

後
に

何
等
の

句
讀
の

符
號
を

挿
ま

す
し
て

之
を

書
く

も
の

こ

す
。

若
む

他
の

事
柄
（

年
數

、

馨
二
ど
Φ

劈

雲
2
器

蒡
二
雲
け

冒

§
。

等
）

を
添
加
せ

ん
ε

欲
す
る

時
は

之
ご

命
名
者
の

名
の

後
に

置

き
コ

ン

マ

若
（

は

圓
き

括

弧
を
以
て

其
れ
重

は

之
を
分

離
す

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
例

』、
、

§

ミ
禽

匿
巨
♂

蔦

葺
ピ一

髯
Φ

Ω

誤
G 。

）°

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
皿

　

　
觀
告
1
ー

學

名
の

命
名
者
の

名
を
短

縮
せ

ん
ご

す
る

時

は

伯

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〜

　

林
動
物
博

物
館
に

て

出
版
せ

ら
れ
た
る

略
語

表

に

從
ふ

を
宜
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ご

す
6

（

H・

鶤
Φ

伽

跨
》

暮
9
 卿

萇
G9

。

讐
。・

3
髯

旨
け

ご

じ
動

Ω

暮
ε冖一

 

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
加

舜
60
昼

N

塁
碧
＝

彭
雹
識
 

訴
。｝
詳

く

9凵

号
昌

澱

島
霧
。

＝

藷
。。

髦

量
。

彎，
。。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　
凄
巴

冒

罫
≒

百
監
 

幽戸

二
西

Φ

島
P

“

包
ヲ

増
訂
第
二

版
オ

ク

タ

ヴ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

オ

刑
工

、

　
日

入

九
亠

ハ

年
）

O

　

第
廿

三

條
　
一

屬
よ

b
夫
れ

以

外
の

他

屬
に

移
さ

れ
、

叉
は

該

挿

名
が

量
利

公
表
せ

ら
れ

た
る

際
に

結

合
せ

し
屬
名
以

外
の

他
の

屬

名
ご

結
合
せ

ら
る

よ

種

名
の

命
名
者
の

名
は

之
を

保
留

す
れ

こ

も

之

を
圓
き

括
弧
に

て

包
む

。

　

　

例

『

§
§

ミ
ミ
象

ピ

言
蚤

苫
駅
刀‘
 

ぎ
ミ
ミ
ミ
§
丶

§
ミ
笥

ミ
毳

　

　
へ

江
§
Φ

L
誤
 

）冒

ぎ
箋
。

ミ

ぎ

寒、
鬘
ζ
葺

5
一

蕊
Q。→

爵
恥

§
羹

　

　
｝

§
ミ
賦
昏

§
二
臣
コ

＝

画

尸

誤
4。
）冒

毒

廿

”
霞津、

　

到

癖

議
ー−ー
　

　

冒

三

六

　
新

し
き
結
合
を

な

し
花
る

入
の

名
を
引
用
せ

ん

ざ

欲
す
る

時
は

其
の

名
を
摺
弧
の

次
に

置
く
。

　
　
例
　
S
§
ミ

ミ凡

譲
9

ミ
9
帆

。

（

望
三
の
二

♂

　
一

総
OV

零
o

ρ戸
μ助

〒

　
　
円
曽

凱
O
昌

　
】

GD
悼

ρ

　
　
　

　
　
1

　
第
昔
四

條
　
種
が

分
割
せ

ら

る

よ

時
は

最
初
の

種
の

原

種

名
を

附
與
せ

ら
れ

π

る

當
該

被
制
限
種

は

原
命
名
者

の

名
及
び

分

翻
者

の

名
を
共
に

受
く

る

事
を
得

o

　
　

例

目

§
費
訪

箋
§

二
」

毒
少

弓

霧
昏
冫

Ω

曾
爭

　
　
　

　
先

　
　
取

　
　

權

　
第
廿
五

條

屬
叉
は

種
の

有
効
な
る

名
は

次
の

條

件
の

下
に

最

初
に

名
づ

け

ら
れ

た
る

も
の

な

り

ε

す
c

　
　
（

島

）

其
名
が

公
表
せ

ら
れ

且
つ

表
示

又
は

定

義
叉
は

記
載

　
を

拌
へ

る

事
及
び

　
　
（

b
）

命
名
者
が
二

名

式
命
名
法
の

原
則
を
適
用
し

把

る

事

　
　
　

　
先
取
權
の

適
用

　

第
廿

六
條

　
ソ

ン

ネ

の

Q。

遂
什

ぎ
曇
⇔

客戸
≒

器

第
十

版

二

七
五

入

年
）

は

動
物
學
に

於
て

二

名
式
命
名
法

を
一

般
に

確
立

し

た
る

書
な

う
。

故
に
一

七
五

八

年
て

ふ

年
は

動
物
命
名
法
及
び

先

取

權

有
効
の

發
端
こ

し
て

之
を
採
用

す
。

　

第
廿

七
條
　
次
の

塲

合
に

先
取

權
を
適
用
す
o

郎
ち
其
結

果
こ

し
て

最
も
古
き
名
が

保
留
せ

ら

る
。

　
　
（
踟

）

　
動
物

躰
の

任
意
の

部

｝
が

動
物
夫
れ

自

身
よ

り

も
先

　
に

名
づ

け

ら
れ

た
る

時
。

　
　
（

b
）

成

躰
よ

り

も

以

前
に

幼
蟲
が

名
づ

け
ら
れ

た

る

時
。

ぐ

．、
ー

ー
闘
コ

畫

　
　
皿N 工工
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L

　

　
（

c

）

　

同
一

種
の

爾…

性
が

異

種
ビ

考
へ

ら
れ
亢
る

畤帖
將

た

叉

　

異

屬
に

屬
す
ピ

考
へ

ら
れ

た

る

時
。

　

　
へ

d
）

　一
岡
一

動…

物
が

異
種
ビ

考
へ

ら
れ

將
だ

又
異

屬
に
睡

掣
9

　
ビ

考
へ

ら
れ

泥
る

規
則

正

し

ζ

連

續
す

る

相
互
に

相

異
な

る

世

　

代
を

現
は

す
時

。

　

第
廿
入

條
　
二

つ

若
く
は

二

つ

以

上

の

腸
叉
は

亞

屬
の

合
同
に

よ
り
て
一

厨
が

形
戚

せ

ら
る

曵

時
は

其
れ

を
組
成

せ

る

屬
又
は

亞

屬
の

最
も

古
き

有
効
名
を

其
名
ビ

す
。

若’
し

此
等
が

同
時
に

發
表

せ

ら
れ
だ
る

も
の

な
る

時
は

最
初
の

改
正

者
に

よ

も

て

選
擇
せ

ら

れ

だ

る

名
を

保
留
す
る

も
の

こ
す

〇

　
二

つ

若
く
は

二

つ

以
上

の

種
夂
は

亜
種
が

合
同・
し

て

一

種
を

成

す
時
に

も
同
一

規
約
を
適
用
す
。

　

　
勸

告
1

ー
同
時
に

設
け

ら
れ

た
る

名
に

就
き
改

正

者
に

よ

り

　
て

未
た
術
遲
擇
せ

ら

れ

ざ

る

時

は

次
の

方
法
に

よ

b
て

之
を

爲

　

す
を

宜
む
ご

す
o

　

　
（

a
）

模
式
種
の

指
示
め
る

屬

名
は

之
れ

な

き

屬

名

に

勝

　
る
o

若
む
凡
て

の

屬
に

模
式
種
の

指
示
あ

り
若
く

は

凡
て

の

屬

　
に

之
れ

な
き

時

は

特

徴
の

最
も

適
合
せ

る

も
の

を
採
用
す

。

　

　
（

b
）

記

載

及
び

圖
書
の

爾
者
を

拌
へ

る

種

名
は

單
に

記
載

　
の

み
か

或
は

圖
書
の

み

を
件
へ

る

種

名
に

勝
る
。

　

　
（

c
）

他
の

凡
て

の

事
情
等
・
し

き
時
は

該
出
版
物

中
、

最
初

　

書
か

れ
陀

る

も
の

を

採
る
べ

む

（

ペ

ー

ジ

の

順

序
に

よ

る

先

取

權
）

　
第
廿
九

條
　
一

屬
が

二

つ

或
は

二

っ

以
上
の

屬
に

分

割
せ

ら
る

（

講

　
　
話
）

　
O
萬
靉
郵

勃
命
名

規
約
（

五

島、
寺
尾
）

書

　

る

時

は

該
屬
の

有
効
な

る

名
は

分

割
に

よ

り
て

生

じ
柁
る

屬
の

中

　

の

唯
一

に

對
む

て

之
を

保
留

す
る

も
の

こ

す
。

若・
し

模
式
種
が

最

　
一
初

よ

り

定
れ
る

際
に

は

該
屬
の

原
名
は

分

割
に

よ
り

て

生

じ
陀

る

　

屬
の

中
、

糢
式
種
を
含
む

屬
に

封
し

て

之

を

保
留
す

。

　

　

笹
蠶
川

悠…
　

若・
し

模
式
種
が

定亠
ま
L
リ
’
し

居
ら

ざ
b
・
し

時
は

該
目

掲

名

…
　

は

屬
を
勅
め

て

分
割
す
る

人
が

分

割
に

よ
b
て

生
ぜ

る

居
脚

又
は

亞

　

屬
の

中
、

適
當
な

b
ご

思
考
せ

し

も
の

に

之
を
附
す
る

事
を
得

。

　
一

且

か

く

附
し
だ

る

時
は

後
來
の

變
更
を

許
さ

す
。

　

　

然
れ
ご

も

如
何
な

る

塲
合
に

於
て

も
、

原
屬
名
は

暴
柳

其

屬
申

噛｝
　

に

包

括
せ

ら

れ

た

る

種
存

亳
も

包
含
ゼ

ざ

る

群
に

之
を
移
す
事
を

…
　

得
す
o

叉
、

本

來
其

屬
に

は

包
括
せ

ら
れ

ざ
り
・
し

種
若
ぐ

は

其
屬

　

の

屬
名
命

名
者
が

其
所
屬
に
つ

い

て

疑
ひ

を
挾
み
・
し

種
は

模

式
種

　
　

ε

む
て

之
を

選
む

事
を

得
す

〇

一
　

　

　

緲

告

ー
模
式
種
を
選
擇
す
る

に

當
つ

て

次
の

方
法
に

從
ふ

…
　

　

べ
・
し
。

｝
　

　

　
（

・

）

有
効
な
る

種
名
君・
し

く
は
其
同
種

異
名
が

屬
名
ご

同

　

　
一

な
る

種

を
模
式
種
ご

む

て

擇
み

採
る

べ

し
o

　

　

　
（

b
）

　

最
冽

の

命

名
者
が

自
ら
研

究・
し

た
る

種
を
模

式
種
ご

　

　

し
て

揮
み
探
る

べ

ご
。

但
し
若
し

該
命

名
者
が

殊
に

他
の

種
を

　

　

意
味・
し

だ
る

事

明
か

な
る

時
は

此
の

限
り
に

あ

ら
す

。

　

　

　
（

c
）

原
屬
が

す
で

に

分
割
せ

ら
れ

而…

も

模
式
種
が

定
ま
b

　

　

て

あ
ら
ざ
る

時
は

す
で

に

他
の

屬
に

移
さ

れ

た

る

種
を
逐
次

除

　

　

去
し
て

模
式

種
は

殘
存
せ

る

も
の

よ

屮
よ
り

之
を
選
擇
す
べ

し

　

　

其
屬
の

中
に

原

命
名
者

に

謝・
し

て

外
國
産
の

種

拜
ぴ

に

内
國
産

三

七

N 工工
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（

講
　

　
蕭
）

　
0
萬

國
動

物

命

名

規

約
（

五

島、
寺
尾
）

　
の

種
を
包
含
す
る

時
は

其
内

國
産
の

も
の

主

中
よ
り

模
式
種
を

　

選
擇
す
べ
・
し
。

　

　
（

d
）

　
最
も

能
く
記

載
せ

ら
れ

叉
は

描

寫
せ

ら
れ

又
は

知

ら

　
れ

た

る

種
を
摸

式
種
ご

爲
す
べ

む
o

　

第
卅
一

條

　
一

種
を

芬
割
∵
し

て

二

っ

夊
は
二

つ

以

上
の

種
、

こ

な

す
時

に

も

屬
の

分

割
に

於
け

る

ざ

同
一

の

規

約
に

從
ふ
。

然
れ

ざ

も
明
に

査
定
（

同
定
）

の

誤
謬
に

基
く
種

名
は

該

誤
定

種
に

對
し

て

之
を

保
留
す

る

事
を

得

す
。

假

侖
該
種
が

後

に

至
つ

て

他
の

屬
に

移
さ

る

主

こ

も

亦
然
b
。

例
に、
ミ
語

ミ
鴬

ミ〜
ミ
←

§

Q
・

繋．
L
“

つ。

に

ー

O
ミ
。

費
ミ
ミ

〜

ミ
こ
、〜
§
象

（
二

§
ε

な

b
然
れ

こ

も
一

八

〇
〇

年

R
へ

益

自

氏
に

よ
も

て
団

虻

こ、
き
」

 

ミ
、

 

ミ、
3
（…
c

毒

三
訣

定
せ

ら

れ

党

る

種
は

」

ミ、
ミ、
N

ミ、
ミ

ミ丶ヘ
ミ

N〕
丶

ミ

ミ
（

】

窪
陣
二一凵

）

な

り
o

此
の

後
者

は
k

幽

ミ
寄

ミ
隔

ミヘ
ミ
ミへ
き

（

畿
o
孕・
p

）

ご

稱

す

る

事
を
得
す
o

　

　

　
　
名

稱

の

破

棄

　

第
卅
二

條

一

旦
公
表
せ

ら

れ
た

る

屬

名
叉
は

種
名
は

假
命
其

命
名
者
ご

い

へ

こ

も
不

適

當
な

り
ご

の

故
を

似

て

之
を
破

棄
オ

リ

る

事
を
得

す
。

、
、「〕

ミ

ミ
薯一
恩
N

ミ
3
へへ
き

塁

等
は
一

旦
公

表
せ

ら

れ

π

る

時
は

か

く

名
づ

け

ら

れ
た

る

動

物
の

特
徴
に

符
合
せ

す
ご

の

理

由
の

下
に

之

を
破
棄
す
る

事
を

得
す

。

　

第
卅
三

條

　
同
名
な
る

が

爲
め

、

即
ち

種
名
が

、

夊
は

種
名
拜

び
に

亞

種

名
が

屬
名
ビ

同
一

な
る

が

爲
め

之
を
破
棄

す
べ

か

ら

す
。

　

　

例

辱
→

ミ
象

、

ミ

ミ
タ

」

茎
・

、、
〜

箋

§
ミ

堕

　

第
卅
四

條
　

屬
名
は

該
名
が

動
物
界
に

於
て

他

屬
に

對
し
て

す

逶

三

八

　

で

に

用
ひ

ら
れ
居
る

時
に

は

異
物

掴
名
ご

む
て

之

を

破

棄

す
べ

　
・

し
o

例
R ．｝
爵
｝ 
§
象

O
宅
O冒
ポ

一

GQco

笥
（

圓
由

蟲甜
類
）

は

8
蔑
廴
ミ
諱

魯

学
鬥

O凶
顎
勺

＝

　
戸

c。

こ。

O（

昆
蟲
類
）

の

異
物
同

名
ご
・
し

て

之

を
破
棄
す
べ

む
。

　

　
　

　
（

註
）

ー
専
門
雜

誌
叉
は

名
彙
の

外
、

左
に

掲
ぐ
る

　
籍

　

　
　
は

之
に

爵
b
て

屬
名

、

亞
屬

名
、

又
は

屬
以
上
の

群

名
が

す
で

｝
　

　
　

に

採
用
せ

ら
れ

だ

る

か

否
か

を

定
む
る

に

甚
だ
重・
簣
な

り
o

｝
　

　
　

新

名
を

公
表

す
る

に

先
つ

て

此
等
の

書
を

參

照
せ

ば
名
穩

の

一
　

　
　

混

亂
井
び

に

變
更
を

除
く

を
得
べ

む
o

…
　

　
　

　
（

＝
）

塗
ぞ、冖
ご

9
ゴ

ー
H
＝

き
メ

鬘

ぎ
巴
μ
　

彭

　

本
書
は
一

七
五

〜
　

　
　

入

年
以

後
の

屬
名
及
び

種

名
を

載

す
。

第
一

部
、

一

七
五

八

｝
　

　
　

年
】

月
一

日

よ

b
一

入
00

年
末
日

に

至

る
o

劔
橋

、

一

九

 
　

　
　

〇
二

年
、

オ

ク

タ

ヴ

オ

型
。

　
　

　
　

　
弊

｝

宀

の
。・

隻^
耗

i
甥
。

ご戸（、

琴］
萇
；．

N8

ぎ
讐
。一
ぴ

　
本

書
は

　

　
　

現
存
及
化

石
動

物
の

極
め

て

古
代
よ

り
一

入

七
儿

年
の

終
に

皿、

　
　

至

る

迄
の

屬
名
を
ア

ル

ハ

。
ヘ

ッ

ト

順
に

羅
列
せ
る

者
に

し
て

、

　

　
　

二

憲
よ

り

成
る
〇

　一

は

補

遺
の

表
に
・
し

て
一

は
一

般
の

索
引

　

　
　

な
b
。

ワ

シ

ン

ト

ン

一

入

八
二

年
オ

ク

タ

ヴ

オ

型
。

　

　
　

　
O
（

）°
ノ

く

畧
。

5
。
d

沼
ー

目

＝
9
 

×

国

8
｝

。

σq

ζ
≠

本
書
ぽ
一

入

一
　

　
　

入

0
年
よ

り
一

九
〇
〇

年
に

至

る
。

N
。（）
ざ
魯

霽
二
ぐ、
8
乙

に

一
　

　
　

記
入
せ

ら

れ

セ
る

屬
名
及
亞
薦
名
及

翆〔）
三
魯
魯
詳
。

ピ

R
。
。

ぎ
ー

　

　
　
導
。

簑

に

編
入
せ

ら
れ
ざ
る

名
稱
を
も
包

含
す

・

ロ

ン

ー3

ソ

、

　

　
　
一

九

〇
二

年
オ

ク

タ

ヴ

オ

型．
o

　

　
　

　
No

鈷
危
。卵
二

裂
Φ

き
三

×

×
×

＜
目

口

及
其

以

後
の

者
　
本

書

　

　
　

は

重

に

千
九

百
一

年
以

後
の

者
を

蒐
集
せ

る

者
、

ロ

ン

ド

ン

、

幸

N 工工
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し

　

　
一

九
〇
二

年
及
以

後
發
行

、

オ

ク

タ

ヴ

オ

型
、

新
し

き

屬
名

　

　
及
亜
屬

名
の

索
引
ゐ

b
。

　

　

　
夛
責

ζ
驚

謡
髯

獣
oo

｝
o
職
m（
シ

書

｝
ご

話
お
 

　
第
一

年
乃
至

　

　
第
十

年
は
一

入

七
入

年
よ

り
冖

入
入

七
年
を

、

第
十
一

年
乃

　

　
至
十
五

年
は
一

八

入

入

年
よ

り
一

入
九
二

年
を

、

第
十
⊥

ハ

年

　

　
乃
至
二

十

年
は
一

入

九

三

年

乃
至
一

入

九

七
年
を

、

第
二

十

　

　
】

年
乃
至

第
二

十

五

年
は
一

入
九
入

年
乃
至
一

九
〇
二

年
を

　

　
含
む
。

ラ

イ

プ

チ

ヒ

、

　］

八卿
く

九

年
、

　一

八
九「
二

年
、

　一

入

　

　
九

九
年

、

一

九

〇
三

年
發

行
、

オ

ク

タ

ヴ

オ

型
。

　

第
世
五
條

　
種

名
は

該
名
が

同
一

屬
の

他
の

種
叉
は

亞
種
に

對

・
し

て

す
で

に

用
ひ

ら

れ

居
る

時
に

は

異
物
同

名、
こ

し
て

之
を

破

棄

寸
べ

・
し

。

　

　
例

尺

ぐ、
ミ
象

建
ミ
＆

包
・

色
卜

野

ヨ

プ
へ

。・｝・・

じ

。

こ

は

R ．

§
器

　

　
ミ
ミ
9
（

申一
＝（

白
ノ

一
雲

δ

”

異
物

同
名
ご
・
し

て

之
を

破
棄
す

べ

　

　
し
〇

　
二

屬
の

合
同
の

結
果
ご
・
し

て

二

つ

の

異
な
る

動

物

に

む
て

同
一

種
名
夊
は

同
一

亞
種
名
を
有
す
る

も
の

が

同
一

屬
に

包

括
せ

ら
る

る

時
は

新

む
き

方
の

種
名
叉
は

亞
種

名
は
異

物
同
名
こ

し
て

之
を

破
棄
す
べ

し
。

　

第
卅
六

條

破
棄
せ

ら
れ

た
る

異

物
同
名
は

再
び

之
を
用
ふ

る

事
を

得
す

。

破
棄
せ

ら
れ

た

る

同
物
異

物
は

誤
つ

て

壓
倒
せ

ら
れ

た

る

群
の

復

興
に

際
し

て

再
び

之
を

翔
ふ

る

事
を

得
。

例
N．、
、

、

鮮

寮

氣

器
、（
ミ

ζ
o
＝

ざ
さ

一
つ。
→岨〕

は
ド．
へ

こ

島
“

§
乱、
へ“
同
嵩
く

2
酔

ρ

」
Q。
刈

G。

の

同
物

異

名
ε

も

て

破
棄
せ

ら
れ

沈
bo

後
に

至

り
て

『

§
§、、

9

ミ
ミ

（
講

　
　

話
）

○

萬
國
動
物
命
名

規
約
（

五

島、
寺
尾
）

　

は

す
で
に

他
の

も
の

に

附

與
せ

ら
れ

た

る

も
の

な
る

を

知

れ

り

　
（

緯

ぎ
こ

曇

葛

ミ
串

Q
昌冒
。］

旦
ゴ｛
δ

）

故
に

哩

§
き

＆

ミ
8F

。。

刈

。っ

は

　

異
物
同
物

菩
し

て

之
を

破
棄
し

決
・
し

て

再
び

之
を

用

ふ

る

を

得

　

す
。

假
A
μ

、

該
種
が

他
屬
ス

例
へ

ば
園、
丶、

竃
§
ミ
q・「
ミ

ミ
）

に

移
び

る

ζ

　

こ

も

然
も
US

ミ
・

ミ

奪

ミ

§
一
工

謬

は

同
物
異
名

亨
し

て

破
棄
せ

一
　

ら
れ
た
る

も
の

な

る

が

蕁
ミ

：
ミ
丶・

；
ン、

多・・
」
。。

蚕

て

ふ

異

物

　

同
名
の

破

棄
に

よ

b
て

こ

主

に

再
び

有
効
な

る

も
の

‘

な
る
。

…
　

　

　

勸

告
−

i
す

で

に

使
用
せ

ら
る

三

屬
名
ご

は

單
に

語

尾
に

於

…
　

　

て

若
く
は

書
き

方
の

上
の

混

亂
り

招
く
べ

き

些

少
の

差

異
に

於

　
　

　

て

異
な
る

新

屬
名
を
導
入
す
る

事
は

之
を

避
ー
べ

・
し
。

然
れ

ご

〜
　

　

も

若
・
し

一

旦

導
入

せ

ら
れ

た

る

時
は

か
・

・

の

如

き
名
は

此
の

故

｝
　

　

を

以
て

之
を

破

棄
す
ベ

カ

ら

舎・
。

一

　
例

・

ぎ
き

ミ
ミ

ξ・へ・、
こ
ミ

ミ
・

二・
・

ミ
・

夛

　

　

　
、

ミ、
＼

ミ
ミ

き
蕊
 

旨
騒へ
§．
o
議

こ

』
丶、〔
に．
ミ
（

ミ

　

　

　

同
一

の

勸
告
は

同
一

屬
内
に

新

種
名

を
導
入

す
る

際
に

も

之

　

　

を
適
用
す

。

…
　

　

　

例

ミ

ミ
。

♪

莞
鼕

ミ
蕁
 

丶

ミ
ペ．
ミ
軸

ミ・

》
『〔

壽
『

骨
9 ．
丶〜

§
ミ
。

、

笥

　

　

　

蔑
ミ
3
こ

ミ）
ミト
ミ．、

ミ
ミ
ミ昌

…
　

　

　
一

地
名
の

語

幹
よ
り

し

て

二

つ

夊
は
二

つ

以

上

の

拉
丁

語
の

へ
　

　

形
容
詞
が

導
來
せ

ら
れ
た

る

時

同
一

屬
内
の

種

名
ざ
・
し

丈

用
ふ

　

　

る

は

其
一

つ

に

限
る

を

宜
し

ご

す
。

さ

れ

ご
、

も

し
一

旦
導
入

　

　

せ

ら
れ
た
る

時
は

此
の

故
を
以

て

之
を

破
棄
す
る

鶸

を

得
す

。

　

　

　

例

ミ
竜
§
ミ
♂

丶、
誘

ミ、 、
ミ
薯

ミ執
ミ^
b 、

戔
歩
ゆ

き
〜

｝

ミ

§
ミ、
鮪

　

　

　

魯
ミ〜
町
♂

訟
ミ
龕
恥

愚
ミ
ま

ミ
ミ
醗

怨
ミ
c

ミ（．
毳】

農

ミ
ミ

斗
塁゚

三

九
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（

講
　
　
謡
＞

Q
姦
鴇

動

物
命
名

規
約
（

玉

島
、

寺
尾
）

　

綱
一

の

勧
告
は

剣
一

語

幹
よ

強
導

來
せ

ら
れ

且
つ

軍
に

語

尾

に

於
て

又
は

書
き

方
に

於
て

異

な
る

他
の

語
に

も

亦
之
を
適
用

す
。

　

例
　

§
ミ
ミ
ミ
。 。”

s
ミ
良
暁

誤
丶

臨

奪

塁

ミ
4

 
ミ
ま
・゚

縣

蔑
9

ミ
q

ミ
？

　
§
孕

尋
ざ

ミ
厭

§
♂

N

ミ
o、．
ミ
蛬

ミ
ミ
ミ
躇

洪
§
妹

ミ

§
譯

ミ
鈷
R

§
ミ
ー

　
噂

§
ミ〜
恥

蕊
§

ミ嘘
爵、
ミ

ミ
蔑
§
ミ

§
ミ侮
ミ
昏

ミ
壷
誉
ミ馬
ミ

寒へ
財゜

附

則

　
へ

A
）

　
分
類
上
の

新

群
を

設
立
す
る

に

當
つ

て

は

固

有
特
徴

及

び

區
別

的
特
徴

の

摘
記

を

英
、

佛
、

獨
、

伊
、

拉
丁
の

五
箇
國
語

の

一

を
以
て

發
表
す

る

事
甚
だ

望

ま・
し

き

事
な

り
。

此
特

徴
摘
記

は

摸

式
標

本
の

属
在
（

例
へ

ば

博

物
館
）

及
び
其

番
號
を
表

示
す

べ

・
し
。

　
（

B
）

　
上
記
五

箇
國
語

似

外
の

國
語
に

て

公
表
せ

ら

れ

だ
る

も

の

あ

b
て

は

圖
書
の

説
明
を

此

等
五

箇
國
語
の
一

に

翻
譯
せ

ん

事

甚
だ

望
ま
・
し

き

事
な

り
。

　
ノ

　
（

C
）

重

量
及
び

大
さ

の

記

載
に

は
メ

ー

ト

ル

怯
を

、

淵

度
の

記

載
に

は

攝
氏
の

を
、

標
凖
こ

し
て

用
ふ
。

顯

微
鏡
的
記
逋
に

て

は

長
さ

の

單

位
ご
・
し

て

ミ

ク

ロ

ン

（

】

粍
の

千
分
の
一

、

希
臘
文

字

の

μ

を
以
て

現

は

す
）

を
用
ふ
o

　
（

D
）

　

廓
大
及

び

縮
少
を
表
示
す

る

は

圜
書
の

理

解
に

對
・

し

て

甚
だ
望
ま
・
し

き

事
な

o
。

此
は

使
用
し
た
る

レ

ン

ズ

の

番
號
に

て

示
さ

す

數
字
に

て

あ

ら

は

す
べ

き
も

の

こ

す
o

　
（

E
）

　
物

體
の

廓
大
又
は

縮
小

を
表
示
ず

る

は
涌
常

直
徑
を

瓢

｛

11

ぼ　ヨ
　
き

　
しロ
　
ヨ

ヒコ
ユロ
ヨロマロコロ
　　

そ

きコ

セ

　

　
　
　

　
　
　

　
皿

四

〇

　
　
　
　
　

蹴

　

　
　
　

　
　
　

　

y

　

て

す
。

（

面
積
廓
大
に

あ

ら

す
）

廓
大
を
示
す
に

は

乗
法
の

符
號
を

　

用
ひ

縮
小
を
那

す
に

は

分

數
の

形
こ

な
す
。

　
　
　

例

・

濠
五

＋

倍
を
示

9
キ
は

五

雰
の
一

倍
の

漿

　
　
　

を

示
す

　
　

廓
大
が

直
徑

、

面
積

、

立

積
の

廓
大
な

る

事
を
示
さ

ん
ε

欲
す

∵
時
は

羃
を
あ
ら
は

姦
字
を

附
す

・

　

例

X

駅

。、

は

直
徑
の

樊
を

唇

　
　
　

　
　
×

款
O

罵

は

面
積
の

廓
大
を

表
し

　
　
　

　
　
×

款
O．

は

立

積
の

廓
大
を
表
す

　
　
（

FV

　
希
臘
語
を

書
き
換

ふ

る

法
は

左
表
に

示
す
が

如
亡
o

…

翼
蕪
紬
）

　
一

悶

鐚
叩

購

羅

蕪
過

　
　
　

靠
顴
e
“

塁
八

誹、」
・

“

蕊
）

…
缶・

籌
尸

（

男一
；

琴
π

餅

σ

 
）

ミ

目
摯
へ

靆

ミ
ハ

）

・

謌一
（〜
田

ミへへ

ご

vへ
11・
る
謎
ミ
ミ
ぶ
）

嚇

”
×

（

歳
℃

こ

へ
）

丶

財
只

穀
・監
ミ
ご

）

で

μ

ヌ、
郵
κ

）

ミ

壁尸
（

ミ
ミ
ぎ
（

）

§
ロ

き
（

託
§
ミ
κ
）

Q

馳
一

（

N

ミ
君
）

…
目

g
穿

岩゚
（

哩
Φ

曙
・・

胃

む

呼

呼

1
｝

二
霊

（

寓
巴
兮

2
口

き

 

蛾
）

1
震
蕁
c

農
6一

ゑ
鎖一

等
o

葺
埼一

耋
「

　

督

 

り

…
同
 
ド

三
∫

同
o
昌

書
ぎ
胃

9’

ー
−

男
¢
ド

三】一
＝

i
国
鰯

ε
蓐
『

夛鹽
（

H
宀陣
一・戸）．

蠶゚
。

π

ぴ

ゆ

　

畤
）

−

屯

…
一
三

簔
（
H
・一
；・

琴
三
“

餅
＆

噂
）

lO
一
笋

謡
o
＝

羅

19
】

夛
。。

ε
詈

∈
ブ

（

9
峯
昌
o

答）一
；
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ミ
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琴
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i
レ
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島
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酔
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二
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ど】
職
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爵

二
臼

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
む

 

噛、
）

　｝、
と
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岑
o

（

登
ミ
丹

ミ
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ー
跨

≡
誘
霞
研

創
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三
跨
鱗

乱
魯

亀
o”

二
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ヴ

0

畤
）

　」
こ

昨

昏
、

い

賢
）

　
　

　

ー
顧

自
璽（・
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恥

ー1
｝

6
（

鳳

ミ

ミ
ε
　

　
　

ー
＝
2
閣

畧
舜
λ
凵

穹

E
聚、

二
“

酬

舮

酬・
）

（

G
）

　

地
名
及

び

固
有
名

詞
の

書
を
換
へ

法

ー
拉
丁

文
字
を

　
　

用
ふ

る

國
民
の

地
名
は

其
國
の

書
き

方
に

從
つ

て

之

を

書

す
べ

　
　

．
し

。

η
　

　

以

下
左
に

示

す

所
の

規
則
は

固

有
の

文
字
な

き
か

又
は

拉
丁

文

σ℃

　

字
以

外
の

文

字
を

用
ふ

る

國
の

地

名
に

の

み

之
を
適
用

す
。

然
れ

　
　

　

　
　
（

講
　
　
話
）

○

寓
國

動

物
命
名

規
約
（

五

島、
寺
尾
）

、

　

こ
も

久
・
し

く

使
用
ら

だ
る

爲
め

、

固
定

せ

る

地
名
は

普

通
の

書
き

　

方
を

保
留

す
。

　

　

　

例

謡
ミ
ミー

起
毳

ミ’

　

　

　
（

一
）

　
母

音
3
辞

ζ・
は

佛
語

、

伊
太
利
語

西
班
牙
語

或
は

　

　 、

獨
逸
語
の

如
く
發

音
す

。

Φ

は

决・
し

て

發
音
せ

ざ
る

事
な

し
o

｝
　

　

　
（

二
）

佛
吾
震

は

獨
逸
語
の

如
く
、

尋

に

ま

つ

て

現
は
で

。

｝
　

　

　
（

三
）

佛
音

雪

は

伊
音

、

西
語
，

獨
語

に

於
け
る

が

如

く

一　
　

　
毎

に

て

あ

ら
は
す

〇

一
　

　

　
（

四
）

佛
昔

霑

は
8

に

て

あ

ら

は

し

佛
語
の

琶
一

に

於
け

へ
　

　

る

が

如
ぐ

發
音

す
。

｝

ぶ
総
し

藷
膿

軅
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餮
潟
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亠
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へ
さ
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鳶
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、、〜
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、

丶
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3
黛

ぷ

q

は

佛
弧
叩

へ
　

　

に

於
け

る

が

如
く

發
音
す

。

 
　

　

　
（

七
）

　
ぐ

及
び
恥

は

常
に

堅
き

佛
昔
を

有
す

。
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例

壗
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ご
曽

ぎ
宰

い
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佛
音

さ

は
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に

て
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ら

は
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。
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臆
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野
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ミ

嚇
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は

亜

刺
比
亞
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の
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示
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し
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な
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音
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示

す
。
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智

は

英
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は
・
し
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は

英
語
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こ

ミ
鶏
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音
（
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鰹
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（

講
　
　
話
）

　
○

萬
國
動

物

命
名

規
約
（

王

島、
寺
誕
）

四

二

　
（

十
一
）

　

上
記
の
（

九
 
及
（

十
）

に

於
け

る

が

如
く

前
に

在
る

子
昔
を

變
化
す

る

爲
め

に

用
ふ

る

事
以

外
に

於
て

は
h
は

常

に

息

音
こ

し
て

用
ひ

ら
る
。

故
に
h

に

て

始
ま

る

語

の

前
に

省
字

慾
を
決
・
し

て

用
ふ

る

事
な

む
。

　
へ

＋

二
）

は
・
し

ミ
智

　
（

十
三
）

ぐ

發
昔
す

。

　
（
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四
）

佛
語
の

宇
母

昔
i
（

獨
語
の

ー
）

は

y
を
以
て

あ

ら

に

於
り

る

が

如
く

發
音
す

。
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母

音

≦

は

英
語

の
ノ

〈
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三
ご

に

於
け
る

が

如

重
音

§
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、

此
等
を

組
成
す
る
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音
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す

る

文
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て

示
て

。
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駐
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五
）

佛
音

ミ

誉
ミ
ミ
ミ
・

に

於
け
る

が

如
き

）

は

嶺

に

て

示

す
。

　
（

十
⊥

ハ

）

　
辞
♪

Q

は

他
の

文
宀

子

に

て

此

れ

に

相
畳
田

す

る

發
乖
日

を

あ

ら

は
・
し

得
る

も
の

な
れ

ば

此

等
を

用
ひ

す
Q

然
れ

こ

も
磯

は

亜

剌
比

亜

語
Q

ミ
を
示
す
時

使
用
し
、

亞

刺
比
亞
語
の

ミ
§

は

軟
息

音
に

て

あ

ら
は

さ

る
Q

　

上
記
の

方
則
に

從
っ

て

地

方
的
發
音
は

な
る

べ

く

正

確
に
、

之

を
あ

ら
は

さ

ん

事
を

試
み

ざ

る
べ

か

ら
畚

。

但
し

聞
え
だ

る

吾
を
凡
て

洩
れ

な

く
あ

ら

は

さ

ん
ピ

企
圖
す
る

必

要
な

し
。

£
昏凹
尸
“

看
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捗

　

墜

●
鳥

類
及

若
干
の

魚
類
の

赤
血
球

の

形
に

就
て

　

　

U
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〜

ζ

彡
」

2
＼】ピ
と
考

ー
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O
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ao

司
o
曁
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釦
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o
酔

篝

　

　
皀冖
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琵
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三
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3
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憩
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つ］」

　

　
諺
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×

×
図

く

＝
「噂

緊
o

頓

ー
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）

　
鳥
の

赤
血
球
の

形
、

大
さ

、

及
び

數
に

付
い

て

研

究
し
た

結
果

に

よ

れ

ば
、

之

れ

迄
一

般
に

知
れ

て

居
る

樣
に

、

其
の

形
は

兩
凸

面
橢
圓
形

を
な

せ

る

も
の

で

は

な
く

、

長

軸
の

終
り

の

方
に

向
ひ

て

漸
次

尖
が
っ

て

居
る

も
の

で
あ

る
、

此
れ

迄
、

模
範
的
こ

し

て

知

ら
れ

た

る

橢
圓
形
な

る

事
は

第
二

次
的
の

形
で

あ
つ

て
、

死
の

爲

め
、

叉
は

、

用
ゐ

し

藥
材
の

爲
め

に
、

か

〈

な
つ

た
の

で

あ
る
。

　

今
、

形
を
觀
察
せ

ん

爲
め

に
、

一

滴
の

血
液
を
ご

b
、

0
、

⊥

ハ
亠

ハ

％

の

食
鹽
水

を
”

て
、

里
碁
N

蟄｝
三

隠
d9

の

中
で

薄
め

、

之
れ
を

N
釜
＝
（印
≡
二

三

に

移
・
し

て
、

顯
微
鏡
下
に

照
・
し

た

の

で

あ

る
、

勅
め

、

血
液
を

取
り

出・
し

て

よ
り

、

約
一

五

…
二

〇
秒
過
ぎ
去
つ

て

居
た

鷄
、

　

鳩
、

　舳
鴨
の
p

如
き 
は

、

　
一
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．

二

〇
秒
に
・
し
イ

」
、

　

巳
に
荊

ん

く
な

る

が

こ

ミ

き
、・

§
）

。
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二
L°
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写．
〜
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ミ
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慧

ニ
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葭
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ざ
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竜

毳

（レ
≧四
♂

〉「

ミ
ミ、・
偽

汽．

ミ
、

ミ・．
二
詠

（

歩
こ

ぎ
§へ
〕

ミ
ミ
“

嘉
刷

ご

O
ミ

§
愚

笥

ミ
§
H・

な

ご

に

な
る

ご

一

−
二

分

も
尖

が
つ

た
形

を
し

て

居

る

事
が

あ
る

、

だ

か

ら
、

血
球
が

丸
き
形
ご

ゲ
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